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目的

ハマトピウオ流刺網漁業は伊豆諸島における基幹漁業の一つである。

本漁業は漁期が春先の時化の多い時期であるうえ、夜間操業であることから多くの危険と労力を要

する漁業である。このため、浮子綱巻揚機の導入および昼間操業用漁具漁法の開発を行い省力化と操

業の安全をはかることを目的とした。

このため、今回は、昼間操業用漁具漁法の開発に先立って、ハマトビウオの昼間生態ならびに基礎

的な生態に関する調査を行った。

ｑ

Ｉハマトビウオの昼間生態調査

１．表層分布

ｌ）方法

夜間操業で使用している流刺網の先端に釜網を連結した漁具により、八丈島周辺における日

中の表層分布状況を調査した。

この調査は夜間操業に使用している流刺網が昼間操業用漁具として使用が可能か否かを試験

することも併せて行った、使用した漁具の材料および構成は次のとおりである。

網地：道網・釜網とも材料は共通でナイロン２１０，／２～３号である。目合５７３加加～５８２

WWiZ、１５１５ｍ（１００間）を３つ切りにして使用した。

道網：網丈は１００掛、３０反使用した。

釜網：網丈は１５０掛、４反使用した。

浮子綱：ハイゼックスロープ径５ｍｍの右撚りと左撚りの２本合せとした。

浮子：長さ２０”、幅５cﾌｧz、厚さ３cｱｧzの合成浮子を７０～８０個使用、或いは長さ１５８

“直径４８c771の中通式合成淳子（フロートツプＣ－１６）を６０個使用した。

沈子綱：鉛芯入りロープ径６５W､Uの右撚りと左撚bを２本合せとし、淳子綱より１５ｍ長〈

⑨

ｑ

←卒

、

図１ハマトビウオ流刺網

※仕立て、流刺網の仕立ては、網地１５１５ｍを３つ切りにした５０ｍの網地に２２間の浮子綱と

３５机の沈子綱を使用したものを出来上り1反とする。

－１－



３５ｍに仕立てる。鉛芯入りロープの重さは’九（２００ｍ）が１３．５k9．

手引綱：ハイゼックスロープ径１２m"を約１００ｍ用い、おどしとして２～３ｍ毎に３０×

５０ｍの白いビニール布を取付けた。

仕立て：別記

2）結果および考察

３月２４日から４月２８日の間に７日間の調査を行い、計２０回の操業を実施して、２，１７３

尾を漁獲した。２０回の操業の内訳は２５０～９００尾か３回、５０～１００尾か５回、５０

尾未満が１２回であった。最も成績が良かったのは４月１日で、第１回（０９時２０分～１０

時５０分）８３尾、第２回（１１時０５分～］２時５７分）約５００尾、第３回（１３時１４

分～１５時１５分）約９００尾、計１，４８３尾を漁獲した。

羅網率は釜網の上部が最も多く、次いで道網上部、釜網中央部の順であった。

つぎに投網時刻と漁獲量の関係を図３に示した。成績良好であった４月１日と９日は、漁獲

量か朝は少なく、昼頃から増え始める傾向がみられた。

これ雀で漁業者の間では一般的に夕方から日没にかけて魚群が島まわりへ集合すると考えら

れてきたか、今回の調査では日中でも島まわりの表層に魚群が集合していることがわかった。

今後それがどのような状況の時にみられるかを解明すれば、従来使用している流刺網の改良点

夕 へ

１
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産
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團
』
し

７８９１０Ⅱ’２１３１４１５１６（時）
役屑時河

図３投網時刻とハマトピウオ漁獲量図２日中表層分布調査海域
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を見出すことにより昼間操業を行うことが可能であると考えられる。

中下層分布２

表１ 日中表層分布調査結果 1）方 法

琴
日中、島まわりの中下

層に魚群が分布するかど

う力 の確認と延縄による

漁獲の可能性を知るため

八丈島近海において魚探

と延縄漁具を用い試験操

業を行った。延縄漁具の

材料と構成は下記のとお

りである。餌にはイカの

切身とオキアミを用い、

釣針に交互につけた。

幹縄：ナイロン８０

号、１００，

枝糸：ナイロン６号

１５ｍ（３３

ｍ毎にｌ本取

勺

⑤

付け

釣針：磯釣８～１０号

｡ レ
ー
ト
ｙ
琶
奉

浮

図４ 縄 漁具廷

※魚探は沖海洋エレクトロニクスＯＳＦ１０００型（７５ＫＨｚ）を使用した。

－３－

年月曰 曝業時刻 海域 漁獲尾数

s56.3.24 ０９：ｕ８～１０：３５ 大根沖 ４尾

１０：４５～１２：４５ 石積沖 1５

１３：５２～１５：０５ 大識漁 1９

３．３０ ０９：００～１０：００ 大根沖 ０

4．１ ０９：２０～１０：５０ 〃 8３

]１：０５～１２：５７ 〃 約５００

１３：１４～１５：１５ 〃 髄'９００

４．６ ０９：２８～１０：５５ 今根沖 9２

１１：１２～１２：２７ 大根沖 ４

１２：４３～１４：１０ 今根沖 ０

１５：１０～１６：１０ 大滅沖 ０

４．９ ０８：５５～０９：５８ 水の下沖 1３

１０：３７～１１：５５ 底土沖 2１

１２：１６～１３：０２ 今一根沖 6０

１４：１７～１５：３５ 石積沖 250

4．２７ ０９：１０～１１：２３ 大根沖 ２６

１２：０２～１４：０２ 石積沖 ９

１５：３５～１６：５９ 大根沖 1７

４．２８ ０７：１５～０９：0５ 〃 9０

０９：３０～１０：５４ 〃 ７０

計 ２，１７３



2）結果および考察

４月１５日に大根沖のZk深

５０ｍ前後の海域で、海底か

ら２０ｍ前後にかけて魚群が、

魚探映像では可なり立_上って

いるので（図６）投縄を行っ

たが、２回の操業でウマズラ

ハギを計３尾漁獲したに止ま

った。釣獲の範囲が鉢のほぼ

中央部であったことから、魚

探に現れた魚群はウマズラハ

ギの群と思われる。 図５中下層分布調査海域

４月１８日には石積沖の水深８０ｍ前後の海域で中層に魚群を発見し（図７）投縄を行った

が、ウスパハギを２尾漁獲したのみで、ハマトピウオは漁獲されなかった。釣獲の範囲も前日

同様に鉢の中央部であった。

なお、ウマズラハギ、ウスバハギともイカ餌の釣針にかかっていた。

今回の調査では投縄回数が少なく結論を出すことができなかったので、引続き調査を実施す

る予定である。なお、中下層分布のハマトピウオ魚群の確認法、漁獲法には改良の必要がある

ので、さらに検討を続ける予定である。

表２日中中下層分布調査結果

５０～６０ｍ

４５～Ⅱ

７５～８５４：１８

－４－

年月日 操業時亥|］ 海域 水深 使用鉢数 漁獲物

Ｓ５６：４：１５ １０：４５～１２：２７ 水の下～大根7中 ５０～６０ｍ ４鉢 ウマズラハギ２尾

〃 １２：５１～１５：２９ 〃 ４５～５５ｍ 〃 〃 1尾

４：１８ ０８：３６～１１：４２ 石積沖 ７５～８５ｍ 〃 ウスパハギ２尾



蕊蕊:iili鶴

聾
|羽２８

一鏡簑ら二等･ﾆ５－ﾆﾆ辮自;:＜7.露・LA8L.-

菖蕊鐸峯蕊:蜜:鋳;ＬＬが･lLly

i鐵蕊蕊蕊ii1蕊

蕊
灘
ｊ

一一一旧》・毒》一『一・く
溌
匡
鰯
応

蕊辮二》
根

蕊
蕊

'５，Ar:ＩＷＦ

iﾄｰ縛篭及蕊芒

⑪

－
ｊ
０
．
Ｕ
・
被
０
’
。
『
’
・
‐
Ｊ
’
．
。
．
『
一
．
‐
一
一
・
一
一
．
．
‐
．
、
０
．
．
７
４
．

ョ
Ⅱ
。
■
冒
二
Ⅱ
■
ニ
ョ
０
↑
■
？
『
け
４
Ｂ
ｄ
守
●
↑
５
■
■
■
０
■
４
句
■
０
②
Ⅵ
曰
■
｜
ョ
‐
‐
凸
冒
＋
二
Ｆ
‐
ョ
冒
凸
０
Ⅵ
Ⅱ
■
０

懲
慰
騨
繊
蕊
蕊
蕊
一
一
爾
軽

‐‐．‐・‐汕如蝿伯伐秘沖制札，』円←．｜、。．〉・桶川』吟．』‐化・’１，，．‐』‐・‐．．．
．
ご
ふ
角
‐
ん
・
ぬ
ｂ
Ⅷ
⑯
叩
』
瀞
■
叩
。
、
。
『
’
四
・
山
『
→
・
１
‐
Ⅱ
‐
知
．
｜
｜
印
．
一
一
ｍ
’
・
一
』
．
‐
》
・
‐
‐
胆
‐

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｄ
Ｕ
Ｏ
ｐ
Ｃ
＄
Ｕ
０
０
Ｐ
Ｌ
ｒ
Ｕ
・
ロ
ー
・
０
０
歩
。
，
，
Ｔ
‐
‐
．
‐
‐
：
‐
‐
‐
、
‐
ト
ー
‐
Ⅲ
‐
．
，
‐
‐
‐
，
‐
－
ｒ
ト
ー

「
●
卜
●
Ⅱ
■
Ｂ
ｑ
已
曰
■
■
■
■
‐
『
可
■
１
０
０
■
↑
曰
佇
■
Ⅱ
ｑ
＋
、
Ｉ
ｑ
ｄ
二
■
■
『
冒
凸
Ⅵ
Ⅱ
Ｊ
二
Ⅵ
■
Ⅱ
‐
‐

『
隷
蟻
鐵
欝
蟻
識
驫
蕊
叫
弐
熟
咄
制

．。‐】・孔財・小田‐０．０。。ご’７’ぃ００’０００．か。＆・ＵＤＣ□凸１，‐‐。。．‘．．。。．‐：．．．‐。；，‐，’‐，ｒ・‐
‐：。玲詫ＬＬＬ・’。。。１．．．．ママ’０口。。、寸、。。。。。．．‐’．．．．》‐今｛・‐．’‐｜〈．。》’一：１．｜‐‐‐．。

・一Ｗ．｜‐イー・・・〈吟》》群騨辨鐸群議群群》一“『串一一》『螺一》Ｐ繩一群群簸少
‐
二
▲
ザ
Ⅱ
Ｏ
Ｓ
●
●
可
■
■
い
』
■
写
■
Ｐ
■
凸
■
Ｓ
・
■
■
■
・
■
二
二
▼
ニ
マ
ニ
二
宮
・
Ｆ
ｐ
Ｌ
』
冒
冒
『
‐
冒
・
Ｂ
二
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
二
Ｆ
■
■
・

‐．．．眠』，》・やわりや。ｍ◇印ご》・←・表口四十巽・志ロエい》記し額・屯』字”Ｆ津守一▽蛆〈・》・如凸》。。▽『■叩・恥

昨‐｜｜》・》山・」．Ｆ炉‐い・膀一咋一Ⅱ‘・騨騨》鏡》一議恥》韓響》『－１毒騨》一』一趣》》叩騨騨》》・

一
議
蝿
懸
鐇
轤
》
》
蕊
蕊
蕊
蕊
辮

・
一
・
一
■
守
刎
口
廸
〈
・
曲
ｑ
》
。
⑬
今
啼
〈
已
詫
Ｃ
叩
已
牢
今
や
。
》
・
知
命
・
→
・
『
『
」
一
。
。
‐
一
】
・
］
〈
引
句
牟
凸
》
守
叩
凸
叩
巴
叫
・
叩

‐
＋
・
‐
内
・
瀧
，
い
，
】
・
鋼
・
‐
｜
蝸
叩
・
』
｜
干
陦
【
．
｜
｜
｜
に
．
｜
・
坤
一
花
‐
」
干
鈩
，
叩
・
弼

亜
‐
‐
野
川
』
由
轍
稔
汕
叩
叩
村
屯
‐
野
・
岬
・
‐
川
叱
‐
．
．
。
‐
‐
‐
’
１
．
雫
Ｉ
‐
‐
『
‐
吐
軌
咀
鱗
叩

騨
懇
｛
鹸
靴
靹
識
戴
謙
‐
・
干
干
「
訳
‐
・
『
垰
・
・
可
如
‐
】
。
Ⅱ
剣
咄
斜
‐
郷

‐
‐
‐
一
・
し
．
一
Ｍ
口
酎
口
、
ロ
川
口
肋
ロ
ー
ｑ
Ｍ
ｐ
肘
ｑ
Ⅲ
‐
申
・
蛆
’
十
ヰ
エ
ハ
ー
→
・
『
・
】
・
・
・
一
一
一
｝
一
？
Ｌ
・
Ｐ
‐
．
、
→
０
印
□
い
く
●

■
Ｉ
ｄ
ｑ
‐
Ⅱ
ョ
Ｉ
Ｉ
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ご
勺
ｓ
▽
■
■
●
０
Ｇ
Ｆ
■
Ｌ
●
｝
●
し
■
５
』
■
■
■
■
■
①
Ｆ
Ｉ
ニ
ョ
ョ
ｒ
Ｉ
冒
二
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
ｃ
Ｉ
Ｆ
ｃ
伊
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｐ
Ｉ
Ｐ
守
り
Ⅱ
Ⅱ
△
Ｐ
①
■

Ⅱ。引一．．一一、、一寺小曲ｑ印・砂’鋪□辛い『や１邨二》ロ鞆へ凸面・→・》・‐・》・『‐△→・｛‐‐０‐Ｃ『『‐‐』・計‐ユ０“Ｃ北

．
］
７
口
４
．
．
。
ｏ
１
０
．
．
．
⑰
マ
ー
Ｌ
・
・
・
。
．
．
□
．
‐
。
。
．
．
．
’
‐
．
．
．
．
。
．
‐
．
．
．
．
．
．
。
。
．
．
。
’
■
・
Ｃ
ｏ
ｏ
‐

．
．
‐
‐
：
］
・
Ｑ
ｈ
ｃ
。
⑪
■
・
ロ
。
。
。
⑤
。
■
Ｑ
ｑ
－
Ｓ
ｏ
ｑ
壱
・
］
｜
］
｜
］
｜
］
｜
｜
』
．
』
一
色
』
。
｝
’
一
Ｆ
一
一
一
一
。
。
‐
‐
』
Ｐ
』
』
｜
』
・
『
』
。
。
『

‐
‐
冒
凸
‐
‐
Ｉ
Ｉ
０
Ｕ
０
ｇ
ｃ
Ｓ
已
干
■
■
●
●
①
０
■
■
し
●
』
凸
・
‐
■
＋
■
』
Ｓ
ｃ
ョ
ｒ
・
■
二
》
『
二
■
Ｃ
Ｐ
Ｏ
●
⑪
マ
マ
ｒ
■
▲
い
‐
●
Ⅱ
。
。
』
●
９
勺
Ｐ
■
＋
●
ｃ
ｃ
Ｐ

．
｜
一
一
』
‐
．
｜
‐
・
’
一
蝉
〉
騨
騨
ｗ
鋳
》
蛾
錘
一
》
一
一
一
錠
露
』
鞠
｝
鏡
鏡
離
錨
叩

『
一
駐
日
磯
一
難
蕊
『
騨
峯
』
憲
醜
幸
一
墓
→
謙
》
蕊
熟
蕊

．
・
叩
‐
‐
．
Ｈ
・
恥
，
砥
・
如
・
稀
仏
叩
・
稗
・
岫
已
雫
い
・
Ｐ
‐
・
甜
一
・
旧
’
．
。
｛
，
、
昨
‐
、
凸
粍
，
四
・
』
・
や
⑪
叫
仏
・
胆
．

．
’
｜
Ｄ
０
ｏ
Ｃ
ｂ
・
ロ
ロ
ロ
ミ
ロ
。
。
。
。
。
■
。
ｑ
可
‐
‐
４
句
４
．
．
。
。
。
］
．
．
。
’
：
‐
．
．
．
．
・
・
・
・
Ｐ
４
．
。
｜
’
・
■
’
０
．
．
．
．
■
’
Ｕ
ｏ
３

寸
缶
鰄
醗
辨
灘
溌
十
ハ
エ
蕊
蕊
蕊
辮

‐
０
Ｐ
Ｆ
Ｐ
瓜
，
口
已
ゴ
ョ
ｊ
ｐ
ｑ
‐
ｑ
ｐ
４
■
’
：
一
・
Ｐ
４
・
一
、
一
・
一
．
ｊ
－
５
‐
‐
ｊ
‐
一
』
０

冒
冒
冒
二
冒
冒
‐
ョ
‐
』
■
▼
■
Ｓ
■
■
■
ｃ
■
‐
▲
・
凸
冒
－
．
■
ざ
可
■
曰
冒
‐
ヨ
ョ
『
？
ョ
『
ニ
ョ
ニ
●
寺
Ⅱ
■
Ⅱ
４
０
ｓ
●
写
Ⅱ
Ⅱ
■
ｃ
■

‐｝・‐‐犬・ツー‐Ⅱ‐‐繭唖澱孝組咋Ｍ』・』判出一【．Ｆ『’・’一・‐．．←汗ⅡＰ』一訂Ｐ‐．‐汁‐炉．叩鐸灯便
・’一‐《品騨一一ご一』弾霊『ｗＭ『．⑭割洋『・」｜誼干：》．・・聿勇印・・》『罫‐⑪識鈍
一．‐‐』〈ＣＱ■□・‐‐△‐．．’伊ロ。■Ｓｏｑｒ０‐ｏｌＣや’．。』・Ｔｌ口Ｃｌ．’し‐｝．．．‘・◇・’一・Ｆ‐｜‐・‐△』・ママ。，‐」ＣＰＣ

ョ
‐
‐
ｒ
冒
冒
Ｐ
Ｌ
Ｉ
‐
－
■
凸
０
＋
②
Ｐ
Ｐ
Ｆ
上
・
●
＋
ョ
ニ
ニ
ョ
ニ
ニ
ニ
ョ
ニ
冒
二
二
二
Ｆ
Ｐ
■
・
■
Ｓ
二
Ｆ
二
Ｌ
Ｌ
二
二
Ｆ
Ｆ
ョ
‐
■
』
・
■
二
Ｆ
・
●
■
Ｓ
や
■

．
．
‐
‐
‐
６
◇
Ｇ
Ｃ
ｐ
ｐ
Ｏ
９
Ｔ
Ｌ
」
。
‐
｝
‐
‐
▲
。
。
．
』
・
一
．
．
‐
：
．
．
．
。
Ｆ
一
二
。
．
，
。
▽
‐
・
・
勺
、
い
・
，
・
・
・
０
．
．
。
。
◇
や
ロ

⑭
肘
一
一
，
羽
。
山
‐
Ｔ
】

轍
露
丘
「
灘
幹ご●６
台
ｊ

‐
Ｆ
◇
。
■
グ
ロ
ロ
ロ
ロ

図７石積沖魚探反応（４月１８日）

－５－



ハマトビウオに関するその他の基礎的な生態調査

食性

1）方法

餌料生物、摂餌量、摂餌時刻を明らかにするため４月１．６，９．１２．１３日に八丈島近

海で流刺網の操業を行った際、揚網後直ちに漁獲した魚体の消化管（食道～腸）を摘出し、１０

妬ホルマリン溶液で固定した。１回の操業につき１０尾づつのサンプリングを行ったが、僅か

４尾の漁獲のときが１回あったので、廷１１回分の操業では計１０４尾の試料収集となった。

ハマトビウオの１肖化管は食道胃、腸が直線的'て配列しているので、各部の境界が不明瞭である。

そのため消化管全体の内容物により摂餌率、消化率を算出した。なお、摂餌率は次の式による

Ⅱ

１

値を使用した。

消化管内容物湿重量

摂餌率 ×１００

体重

また、消化率は完全に消化が終了した状態と考えられるペースト状物の量を基準に、肉眼観

察により行い、表３のとおり４段階に区分した。なお、貝殻等の極めて消化不良の内容物につ

いては、消化率の判定から除外した。

表３消化率の基準

2）結果および考察

（１）餌料生物

消化管内容物の査定結果を表４に示した、最も多く出現したのかカメガイ類、次いでヨコ

エピ類であったが、これらの中に原形を完全にとどめる個体か少なく、種までの判別は困難

であった、種左で判明したのはヒレウキガイ２個体とヒメセミエビの椎エビ１個体のみであ

った。

このほか、コペポーダ、メガロソパ、クチキレウキガイ科貝類、ヒモガタ動物、環形動物、

－６－

消化率 消化管内容物中のペースト状物の体積割合

＋＋＋ １００％

＋＋ ９０以上１００％未満

＋ ５０以上９０％未満

５０％未満



魚類等が出現した、なお、ヨコエピ類をはじめとし底棲性が強いと考えられる生物がいくつ

か出現したことは、ハマトピウオの行動を理解するうえで貴重な手がかりとなりそうである。

今回の調査では餌料生物の把握が十分出来なかったので、今後とも餌料生物の究明を行って

ゆく必要がある。

表４餌料生物

年月曰ｌ操業時刻測定数
ｓ５６．４．１

４．６０９：２８～１０：５５１０

１１：１２～１２：２７

４．１２１６：１０～１９：３５１０

２１：０１～２３：１７１０

２３：５８～ＯＯ：５９１０

(2)摂餌率

摂餌率の最高は尾叉長

３５１ｍzの雄で１０８冊、次

いで尾叉長３３９C77Zの雄で

１０２妬であった。次に、

擁El率の雌l離瑳を彦3AるたUcIh封准

の出現数が近く、力つ、消化管

内容|ｼﾞZの量が比較的多かった４

月１日の第２回操業分と４月９

日の第１、２回操業分計3０

5０

鎖２５

度０
(％）

２５

旧
旧
Ｆ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
｜

ｎ
ｌ
ｘ

側
「

xlo-l）
以上

未満

０

０
$

２３４５６７８９
１『（（＄（１＄

３４５６７８９１０

摂餌率(｡/･）
摂餌率の雌雄差

'０
「

|’

１

２

図８尾（雄１７尾、雌１３尾）

－７－

年月曰 操業時刻 測定数 餌料生物

s５６．４．１ ０９：２０～１０：５０ １０尾 ヒレウキガイ，カメガイ類，ヨコエピ類，
オキアミ類，メガロッパ

１１：０５～１２：５７ 1０ カメガイ類，ヨコエピ類，オキアミ類
ヒモムシ類

，

４．６ ０９：２８～１０：５５ 1０ 甲殻類

１１：１２～１２：２７ ４ ヒメセミエピ，カメガイ類

4．９ ０８：５５～０９：５８ 1０ カメガイ類，クチキレウキガイ科，
ヨコエピ類，メガロッパ ， 魚類

１０：３７～１１：５５ 1０ カメガイ類，メガロッパ

魚類

， ヒモガタ動物，

１２：１６～１３：０２ 1０ ヒレウキガイ，カメガイ類，ヨコエピ類，
メガロッパ ， コペポーダ，魚類

１４：１７～１５：３５ 1０ カメガイ類，メガロッパ

魚類

， コベポーダ，

4．１２ １６：１０～１９：３５ 1０ ウキツノガイ類， 甲殻類，環形動物

２１：０１～２３：１７ 1０ カメガイ類

２３：５８～００：５９ 1０ カメガイ類，環形動物



について、雌雄別に摂餌率をとりまとめたのが図８である。摂餌率の平均は雄が０２５％、

雌か０．１８冊であった。

(3)摂餌時刻

試料か漁獲された時刻を２時間毎の時間帯に区分し、消化率、摂餌率を時間帯区分毎にと

りまとめたのが図９，図１０である。なお、操業時刻が２つの時間帯にまたがった場合には、
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図９ 図１０

より長時間属する方の時間帯に帰属させた。

消化率の低い試料は０９～１１時の時間帯に最も多く見られ、１７～１９時の時間帯に最

も少なかった。また、摂餌率も消化率にほぼ対応した変化を示しており、０９～１１時に最

大となり１７時以降はかなり低い値となっている。これらのことから判断すると、ハマトピ

ウオの摂餌時刻に最も近いのか０９～１］時の時間帯ということにたるか、この時間帯の試

料の中に摂餌直後と考えられる餌料生物かみられなかったことから、摂餌時刻は０９時より

更に早い時刻と推定される。

今後、今回調査できたかった０１～０９時の時間帯の調査を行う必要かある。

２成熟

１）方法
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卵巣の成熟状況を知るため、１月２７日から５月１４日にかけ八丈島～鳥島海域で流刺網に

より漁獲された雌７９尾について実体顕微鏡による観察を行い、成熟段階の分類を試みた。更

にその成熟段階とＫＧ値の対応関係について調査を行った。なお、ＫＧ値は次の式により算

出した。

Ｇ、Ｗ、

×１０４ＫＧ値

Ｆ・Ｌ３

2）結果および考察

（１）卵巣成熟段階

卵巣成熟段階を下記の４期に区分したが、なお中間的な状態もみられるため今後更に検討

を加え、適切な分類を行う必要がある。

Ｉ期：卵径が１８～１４１mmの大型卵と、ＬＯ～０１ｍ"の小型卵が混在している。卵はすべ

て不透明で表面を血管か網状に覆っている。付着糸はまだ形成されていないが、大

型卵の表面には付着糸に変ってゆくと思われる数十本のしわがみられる。

Ⅱ期：大型卵は透明となり付着糸が形成されている。卵径かＬＯ～０．１ｶW､の不透明な小型

卵は卵巣壁の他、卵巣睦の中央部にも今だ多数混在している。卵巣内に血管はみら

れない。

ｍ期：卵径か０８～０１mm"の不透明を,｣型卵が卵巣壁に筋状に分布しているのを除き、卵巣脛は

卵径が２．１～１８"､の付着糸を有する透明卵で満たされている。この期の卵巣はさ

らに次の３段階に区分できる。

Ⅲ－１：各卵はねばりをもって密着しており．いびつな球形をしている。

Ⅲ－２：卵の間隙には乳白色の液体が浸潤し、各卵は分離し完全な球形となる。なお、こ

の段階の卵巣卵を人工受精により孵化させることかできたことから完熟期である

と考えることができる。

Ⅲ－３：卵巣腔の奥の部分には卵巣卵の一部放出によると考えられる空間が生じている。

この部分の卵巣壁を血管が網状に覆っている場合かある。

Ⅳ期（放卵後）：卵巣は全体的には縮少し細くなるか、卵巣壁のみ肥大している。卵巣壁

は卵径が０８～０１ｍ〃の小型卵に覆われ、更にその上を血管が網状に走っている。

卵巣脛には数個～数十個の熟卵（Ⅲ－２）が残っている場合、数個の熟卵か卵巣

壁に埋れている場合、熟卵が全く残っていたい場合がある。

ロ

上期分類基準に基づき７９尾の成熟段階を分類し表５にとりまとめた。１月下旬には、す
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でに放卵後の個体か鳥島近海に出現しているのに対し、八丈島近海では１期の個体が４月下

旬まで、Ⅲ期の個体が５月中旬までそれぞれ出現しており、ハマトピウオの産卵期が４ケ月

以上の長期にわたることが確認された。

表５卵巣成熟段階
単位：尾

●

※１～３月の採捕魚についてはⅡ期をさらに３段階に区分しなかった。

(2)卵巣成熟段階とＫＧ値

次に卵巣成熟段階とＫＧ値の関係を表６にまとめた。

表６卵巣成熟段階とＫＣ値

平均最局最低

１１－１ １９

１１－２

１１－３

放卵後

－］０－

採捕年月日 海域 工期 Ⅱ期 Ⅲ期 放卵後 計

Ⅲ－１ Ⅲ－２ Ⅲ－３

s561／27～3１ 鳥島近?海 １ １

2／１２～1４ 青ヶ島近海 １ １１ １２

3／１～３ '’ ２ ※１ ２ ５

3／１７～1８ 鳥島近海 １ １ ２

3／２４ 八丈島近海 １ ４ １ ６

4／１ 〃 ４ １ ５

4／９ 〃 ２ １ ５ ２ １ １１

4／１２～1３ 〃 １ ４ １ ３ ９

4／22～2３ スミス近海 ３ ２ ５

4／２７ 八丈島近海 ３ １ ２ ２ ８

4／2８ " ２ ２ ２ １ ７

5／】３～1４ ” １ １ ６ ８

計 ９ ４ ３４ ３２ ７９

成熟段階 試料数
ＫＧ値

平均 最高 最低

Ｉ ９ 1３．２ 1８．４ 7．２

Ｉ ４ 2０．０ 2２．４ 1７．３

Ⅲ １ 1９ 1６．６ 2６．８ ６．５

Ⅲ ２ ５ 1４．３ 2６．４ ７．７

Ⅲ ３ ４ ８．３ 1０．１ ５．８

放卵後 3２ ３．２ ５．３ ２．２
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Ⅲ－１期

図１１卵巣成熟段階
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Ⅲ－３期
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ｙ恐乃

Ⅳ期（放卵後）

図１１卵巣成熟段階
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ＫＧ値の範囲は放卵前の個体が２６８～５８に対し、放卵後の個体が５３～２２と両者に

重複する部分かないことから．ＫＧ値により卵巣の放卵前後を判別することか可能と考えら

れる。なお、，～Ⅲ期の各期の個体についてみるとＫＧ値の範囲は且に重複する部分か多く、

成熟段階とＫＧ値の間には明確な対応性はみられなかった。

今回は各期の試料数に片寄りかあったので、成熟段階とＫＧ値の対応関係については今後

更に検討して行きたい。

ジオブ
浮標

ｎｌｌｌＩｌＩ ;旨ghl漠

卜

8ｍ

澤9111湧

ラア三F壱二戸H三三＝
（漂流型）

アンカー

（設置型）

図１２人工産卵藻

3産卵場

１）方法

産卵場および産卵時刻を確認するために図１２に示した漂流型と設置型の２種の人工産卵藻

を作製し、産出卵の付着試験を行った。産卵藻は直径４０ｍin、長さ２ｍのハイゼックスロープ

をほぐしたものと、両側に多数のきざみを入れた８５×５cmの緑色ポリエチレンフィルム２００

枚を１つに束ねたものである。

試験海域は図１３に示した。
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2）結果および考察

設置型は４月１４日の１４時頃に小岩戸沖水深３０ｍの地点で第１回の投入を行い翌朝回収

したか付着卵がなかったため、同地点にそのまま再投入し、更に水深６４ｍの地点にもう－基

の産卵藻を設置した。同日夕方２つの産卵藻を回収したがいずれも付着卵はなかった。４月１８

日に第１回の設置地点よりやや岸よりの水深２０ｍの地点に投入し長期間の設置を試みたか、

４月２８日に回収に向ったところ流失していた。

漂流型は４月１５日と１８日の２回試験を行ったか、いずれも海流か速いため１～２時間で

回収せざるを得なかったので、付着卵もなかった。

カ
サ
リ

根八丈島

石積

Ｘ
漂流型試験海域

設置型試験地点

←
× メ×

⑤受精卵発見地点 小岩戸

図１３産卵調査海域

このように人工産卵藻によりハマトピウオの産出卵を得る試みは失敗に終ったか、地元漁船

４月２４日の夕方、アカサリ沖水深１２ｍ前後の地点（図１３）に投入し翌朝回収したエビが４月２４日の夕方、アカサリ沖水深１２ｍ前後の地点（図１３）に投入し翌朝回収したエビ

網に多数の卵が付着しており、その中にハマトピウオの受精卵があることが確認された。これ
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からするとハマトピウオの産卵は夕方～早朝の間に岸寄りの海底で行われると考えられるため、

今後、この点に留意しながら方法等も検討し、更に調査を継続してゆく必要がある。

４回遊経路

１）目的および方法

回遊経路を知るため鳥島およびスミスの周辺域でアンカータグによる標識放流を行った。実

施概要は表７のとおりである。

２）結果および考察

放流尾数が少なかったこともあり昭和５７年２月１日現在、再捕の報告は得られていたいｂ

なお、標識用の魚体は夜間、調査船の燈火に寄ってきたものをクモ網で抄っているため多量に

入手することが困難である。今後、放流尾数を増すためには、標識用魚体の捕獲法および標識

法を検討する必要がある。

表７標識放流実施概要

実施船放流尾数放流月曰

みやこ５尾鳥島近海ｓ５６．３．１９

1０３．２３

３．２４

たくなんスミス近海４．２２

４．２３

5．漁期および漁場別に得られた魚体の計測上みられた差異

１）目的および方法

昭和５１～５６年の６年間に鳥島、八丈島および三宅島～銭洲の３漁場で得られた漁獲物に

ついて雌魚出現率、成熟度および尾叉長組成か漁期、，漁場によりどのように変化するかを調査

した。供試魚を表８に示した。

なお、雌魚出現率は次の式によって得られる値を用いた。

雌魚尾数

雌魚出現率 ×１００

測定数

－１５－

放流月曰 海域 放流尾数 標識の種類 標識番号 実施船

s５６．３．１９ 鳥島近海 ５尾 アンカータグ(白色） TK35～3８，４５ みやこ

３．２３ 〃 1０ 〃 ＴＫ５２～７３ 〃

３．２４ `〃 3４ 〃 ＴＫ７４～１３５ ◆

４．２２ スミス近海 2４ アンカータグ(赤色） TKOO1 ～００５，００７～０２５ たくなん

４．２３ 〃 1２ 〃
TKO２６～０３７ 〃

計 8５



表８供試魚数
箪位：尾

成熟度については供試角の一部しか渡ﾘﾗ宝しない場合があったので、
その場合の測定尼散を（）で示した。

2）結果および考察

（１）雌魚出現率

月別、漁場別の雌魚出現率

を図１４に示した。

鳥島では２．３月に１２妬

と他の２漁場よりやや高い値

を示したか、４月には減少し

ている。これに対し、八丈島

と三宅島～銭洲漁場では３月

以前の値が極めて低く、４，

５月に４７～２２妬と高い

値を示している。

なお、全測定魚２，５１４尾

中の雌魚出現率は１９冊であ

った。

（２）生殖腺の変化

雄魚のＫＧ値の平均を月別

ｏ鳥島

●八丈島

△三宅島～銭洲

０
０
０
０

０

５
４
３
２

１
１

雌
魚
出
現
率
院

〆●
〆

●ｒ
／

／

／

／ﾆｰｰｰｰ△
/／
／,’

Ｄ－－Ｃ

○
●

０

２３４５（月）

採捕月

雌魚出現率の経月変化図１４

－１６－

４ 供試魚数

漁場 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 計

三宅島

～銭洲

堆
雌

4８

２

3０６

(283）
１０２

（８６）
６
４
８
２

４４０

(417）
１２８

(112）

八丈島

達
睦

2４

(11）
１

1８８

（13）
１

（Ｏ）

１
Ｊ

４
８
４
０

９
５
１
１

２
１
１

2２７

(149）
１５９

（５３）

７８

(51）
６８

(17）

８１１

(282）
２４３

（８０）

､鳥島

選
躍

1４

１

2８４

4０

388

(356）
５１

Ｍ３）

1１１

３

１
１

７
５
５
７

９
６
９
８

７
７
Ｉ
Ｉ



漁場別に算出し図１５に示し

た。漁場による大きな差は認

められず、３月をピークとし

４月から５月にかけ減少傾向

を示している。

雌魚について月別、漁場別

に放卵前と放卵後の個体数を

表９にまとめた。５１～５５

年の供試魚については顕微鏡

観察による成熟段階の判別を

していないので、本報告書の

Ⅱ－２の結果よりＫＧ値が

5.3以下を放卵後の個体とみ

なした。

鳥島では２，３月とも放卵

５

Ｋ４

酉、
、､１
、

Ｎｉ△

Ｇ３
○鳥島

●八丈島

△三宅島～銭洲

値２

０

２３４５（月）

採捕月

図１５雄魚ＫＣ値経月変化

鳥島では２，３月とも放卵後の個体か半数以上であったが、３．

宅島～銭洲では放卵前の個体か９０～６６冊と多数を占めていた。

銭洲においても５月には放卵後の個体か増える傾向にあった。

４月の八丈島と４月の三

なお、八丈島と三宅島～

表９放卵前と放卵後の個体数
蛍位３尾

(3)尾叉長組成

月別、漁場別、雌雄別に尾叉長の平均値を算出し図１６に示した。

２～５月の雄魚のモードは３３又は３４ｍz級にあり、いずれも単峰型で分散の小さい（標

準偏差１３～１０）類似した組成を示している。これに対し、］月の魚体は、モードは他の

時期と変らないもののモードより大きい個体の割合か他の時期に比べ、烏島で多く八丈島で

少なかったため平均値では大きな差となって現われた。

－１７－

漁場 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

三宅島～銭洲
放卵前
放卵後

０
２

切
羽

の

２
２
１
１

八丈島
放卵前

放卵後

１
０

９
１ 4２

1１

５

1２

鳥島
放卵前

放卵後

０
１ 1７

２３

０
３
１
３

１
２



雌魚では、３～５月の魚体はモ

ードが３５又は３６c771IIBhにあり単

峰型の比較的類似した組成を示し（c､）
ているか、２月の烏島の魚体のみ３８

尾
多峰型で大型魚の多い組成とたつ

叉３７
ている。

(1)～(3)を総合すると漁期および長３６

漁場とハマトピウオの魚群の間に平３５
は下記の関連かあるものと推定ざ

均
れる゜ ３４

Ｔ
（９）

－●

－－ｓ＞＜--△

>一生9ｍ
ａ鳥島では漁期初めに魚体の大 弼Ｌ－－－－－－
きい魚群から来遊が始をD、２ １２３４５（月）

○鳥島
～３月を中心に産卵が行われる。 採捕月・八丈島
ｂ八丈島および三宅島～銭洲で△三宅島～銭洲

は４～５月に雌魚の来遊割合が 図１６尾叉長組成経目変化

増え、この時期を中心に瀧卵が行われる。

ｃ伊豆諸島全体としては１～３月は雌魚の来遊割合が非常に少なく主産卵期、主産卵場は

、４～５月の八丈島および三宅島～銭洲である。

なお、今回の調査では漁期および漁場による試料の片寄りが大きかったうえ、雌魚の試料

数が少なかった。今後、雌魚を中心に更に多数の試料を収集すると共に各漁場で実際に産

卵が行われているかどうかを確認する必要がある。

漁場形成要因

1）方法

漁場形成に影響をあたえるものとして幾多の要因か考えられるが、今回は、昭和５１年～

５５年漁期における漁況と時期、漁場水温、水帯および黒潮流路との関連について２，３の検

討を行った。海況資料は海洋速報（水路部）、漁海況速報（漁業情報サービスセンター）のほ

か、５５年については漁業情報サービスセンター、水路部海洋資料センターおよび都水試が収

集した伊豆諸島周辺海域における日別表面水温データを使用した。漁獲統計については三根漁

業協同組合、八丈島漁業協同組合、三宅島漁業協同組合および神津島漁業協同組合の水場台帳

又は水場伝票により漁船別、日別、漁場別のi資料を入手した左裁青ヶ島以南海域における水場は１航海

単位（３～７日程度）でまとめられているので便宜上、出港日から帰港前日にかけ均等の漁獲

6．

－１８－



があったものとして処理した。

日単位における漁況の指標としては１夜］隻当り漁獲尾数（ＣＰＵＥ）を用い、旬単位にお

ける漁況の指標としては次の式によって計算される値（以下これを仮に旬ＣＰＵＥと呼ぶ）を

使用した。

当該旬の総漁獲尾数

旬ＣＰＵＥ

当該旬の廷出漁夜数

2）結果および考察

（１）時期と漁況

伊豆諸島海域への魚群の来遊状況を全体的に把握するため、伊豆諸島を１つの漁場と考え

旬ＣＰＵＥを算出したのか図１７である。年による変動がかたり激しいが３月上旬～５月中

旬には旬ＣＰＵＥの平均値か８００尾を越えている。また、年間の総漁獲尾数に占める３月

上旬～５月上旬の漁獲割合を見ると昭和５１年９５冊、５２年９９９６，５３年８９９６，５５

2.000
５

４１－~ｒﾏLＶ-５

。平均

八
T了Zz〃

’ １|’
’'---△二=歩1０００

塵

+△二詫阿可

nｊ－ｖｖＷ
0

下上中下上可Ｔ下一上｢１丁下上ＩＩＪ(旬）
1月２）］３ﾉｰ｣４ノー]５１Ｊ

操鷺印

下上中下上中下上中下上中（旬）
１月２月３月４月５月

伽雄旬

図１７句ＣＰＵＥ（Ｓ５１～５５､伊豆諸島）図１８旬ＯＰＵＩＯの５ケ年平均との差

－１９－



年９５冊となっており、この期間が伊豆諸島海域へのハマトピウオの主来遊期と考えられる。

次に年による漁況推移の違いを見るため、旬ＣＰＵＥの昭和５１～５５年の５ケ年平均と

の差を図１８に示した。５２，５５年は初期に低調で後半に好転し、５４年は逆に初期に好

調で後半に低調になった。５３年は漁期を通じほぼ好調に経過し、５１年は漁期を通じ変動

か大きかった。

２～３月の漁況と漁場周辺における水帯との関連

例年２～３月は最低水温期にあたっているが、年により大きく降温する年とそれほど降温

(2)

１７

,８剛
Ⅲ
艸
脹

ｗｍＮⅢい抑一一

（

2１

冬 煎星2１

図１９３月上旬表面水温分布と旬ＣＰＵＥ

（左：ｓ５２年、石：ｓ５４年、水温分布は漁業'情報サービスセンタ

ーの漁海況速報による。図中の黒丸は各漁場の孝

不す｡大丸は１，０００尾／１夜１隻、小丸は１００尾／１夜１隻）

－２０－

～）
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しない年がある。５１～５５年についてみるとこの時期の伊豆諸島周辺海域の水温が最も高

温だったのが５４年で逆に最も低温で経過したのか５２年であった。（図１９）これと先に

述べた「漁期初めの漁況が５４年に好調で５２年に低調であった」ことと関連性かありそう

に,思われる。

そこで、さらに水帯と漁況の関連を明らかにするために八丈島、青ヶ島、鳥島の３漁場別

に旬ＣＰＵＥの５ケ年平均（Ｓ５１～５５）との差を算出し、これかプラスになった２９

例（延２９旬）について、漁業情報サービスセンターの漁海況速報により２０℃台の水帯か

それぞれの漁場から６０海里以内にあった場合を調べてみると２３例があてはまった。また、

あてはまらなかった６例中４例についても２０℃台の水帯が伊豆諸島海域に向って急速に張

出し中の時期に対応しており（Ｓ５２，３月中～下旬、Ｓ５３，３月上旬）、２～３月にお
$’

２月

（１６～１７℃台）

｢Ｌ
＿＿￣

（18～19℃台）

３月

（16～17℃台）

朔
５
０

（１８～19℃台）

４月

（１６～１７℃台）
度

５
０
５
０
５
０
５
０
５
０

１曰Ｉ

(１８～19℃台）

（20～２１℃台）

５月

（１８～１９℃台）

(20～２１℃台）

(22℃台）

漁場水温

=|鯛川:'1鰯重
５ケ年平均との差（百LiS／１夜１鰹）

図２（）皀i宅Hh、八丈1駒における漁場水温別のＣＰＵＥと

旬ｃＰｕＥ５ケ年平均との里

－２１－－



ける２０℃台の水帯の位置、振出し等か漁場への魚群の集合促進に関連をもつものと推定さ

れる。

(3)漁場水温と漁況

漁場水温（表面）と漁況の関連を知るため、冷水塊の影響で漁場水温に大きな高低差か生

じた昭和５５年の八丈島と三宅島について各操業日のＣＰＵＥと、旬ＣＰＵＥの５ケ年平均

（Ｓ５１～５５）との差を月別漁場水温別に算出し図２０に示した。

２～４月についてみると、１６℃台と１８～１９℃台の水温では組成に大きな差はなく漁

況に与える影響はほとんど変らないと考えられる。一方、４～５月についてみると、１８～

１９℃台と２０～２１℃台では後者の方か明らかに正の方向に偏った組成となっており、２０

▽

埼本

「－Jゴー￣ＦＳＯ

談

鑿
聾

｜刀 ０

４月前半３月後半

/｜
ヨ

回一一審＆２パ
フ畑乢"「Ｐ図

鐘 色

４月後半５月前半

図２１黒潮流路変動（水路部海洋速報より）
－２２－



～２１℃台の水温が漁況に好影響を与えていると考えられる。

(4)黒潮流路変動と漁況

昭和５５年３～５月は図２１に示したように黒潮大蛇行の東方移動開始期にあたり、とく

に伊豆諸島海域において黒潮流路に著しい変動がみられた。そこでこの間の黒潮流路変動と

漁況の関連について検討した。

黒潮流路の短期変動を知るため、１～数日毎に作成した伊豆諸島海域の表面水温分布図よ

り、最高水温帯を示す等温線のうち沿岸（本州）寄りの線を流路変動の指標として用いた。

（なお、等温線は１℃間隔で描いた。）三宅島、八丈島および青ヶ島の各漁場におけるとの

指標等温線からの距離と、ＣＰＵＥと旬ＣＰＵＥ５ケ年（Ｓ５１～５５）平均との差を対応

させたのか図２２～２４である。

短期的には対応しない日もあるか、全体的には、黒潮か漁場へ接近する場合に漁況が好転

し、逆に黒潮が漁場から後退する場合に漁況が低調になる傾向がうかがえた。

(1)～(4)の結果により、ハマトピウオの伊豆諸島への主来遊期は３月上旬から５月上旬であ

ること、２ｏ℃台の水帯（表面）および黒潮の漁場への接近が漁況に好影響を与えることか

ある程度明らかになったか、今後、さらに長年の資料について検討する必要がある。また、

漁場水温、黒潮流路、黒潮流域水温等を総合し漁況との関連を解析することが大切と思われ

る。

で
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Ⅲ要約

Ｌ日中でも魚群か島まわりの表層に集合している場合のあることがわかった。また、この魚群を

流刺網により漁獲することか可能と考えられる。

２延縄漁具により中下層に遊泳する魚群の確認を試みたが、釣獲することができなかった。

３餌料生物はカメガイ類とヨコエピ類が多かった。摂餌時刻は午前９時より早い時間帯にあると

推定される。

４実体顕微鏡による観察で．卵巣の成熟段階を６期に区分できた。ＫＧ値から放卵前後を判別す

ることか可能と考えられる。

５．産卵期は１月下旬～５月中旬にかけての４ケ月間以上の長期にわたるか、主産卵期は４～５月

で八丈島以北海域か主産卵場と考えられる。

６．八丈島の岸寄りの海底で受精卵が発見された。

７．回遊経路調査のため標識放流を行ったが再捕の報告は得られていない。

８１～３月に来遊する魚群は雄が主体であるが、４～５月には雌の割合が増える。

９魚体は鳥島に漁期初めに来遊する魚群かやや大きいか、それ以外では差はみられなかった。

１０魚群の伊豆諸島への主来遊期は３月上旬～５月上旬である。

１１表面水温２０℃台の水帯および黒潮流路の漁場への接近か漁況に好影響を与えていると考えら

れる。
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